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線状降水帯発生、大雨災害の危険性が高まる 

今日の下校、明日の登校に注意 
 

  九州南部では、３日午後から４日午前中にかけて線状降水帯が発生して大雨災害の危 

険性が急激に高まる可能性があります。今後の雨の降り方に十分注意してください。 

（KTSニュース、中俣気象予報士） 

  

  学校から 下校時の注意点 ７月３日（月） 

 下校時に雷や土砂崩れなどに気をつけるとともに、傘で視界がさえぎられたり、降雨 

で確認がおろそかになったりすることで、自動車事故の危険性も高まります。健康と安 

全に十分気をつけて帰宅してください。 

 【落雷】 
  雷鳴はかすかでも聞こえたら、それは落雷の危険信号であり、雷鳴が聞  

こえるときは、すぐに安全な場所（鉄筋コンクリートの建物や自動車、バス 

列車等の内部）に避難しましょう。緊急時にはお店やコンビニ、人家にお願 

いして、雨宿りを行い、雷がおさまるのを待ちましょう。 

 【土砂崩れ】 
  前兆として次のようなものがあります。 

  ・がけにひび割れができる 

  ・小石がパラパラと落ちる 

  ・がけから水が湧き出る 

  ・湧き水が止まる、濁る 

  ・地鳴りがする 

【自動車事故】 
 雨が続き、運転者も運転中の視界が通常よりも悪く、ハンドルを握る人たちも気を付け

なければなりませんが、道路の横断時はこれまで以上に左右の安全確認を行いましょう。 

・路上や交差点での悪ふざけ、冗談まがいの行動はやめましょう 

・傘をさすことで視界が狭まる。雨の音でかき消される車の接近音 

  →ときに傘は、凶器にもなりうる・・・周りへの配慮も必要 

・もしかしたら、車のドライバーは生徒＝あなたに気づいていないかも 

・自転車の併走→×、特に雨天時の自転車気の焦りから注意力が散漫に成る

可能性がある 

 すぐにその場から避難

する。 

 その現象が起きている

逆の方向に避難する。 



 
 


